
1. 手入力用記録用紙の準備 

手入力用の記録用紙のエクセルシートが準備されていますのでプリントしてご活用ください。 

（※デイリー補助用紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2. 記録手入力 

「記録」コマンドをクリックして「記録室」フォームを開いて下さい。 

 

トラック、フィールド、混成 と 種目種類別にペインが分かれています 
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トラック種目の競技順序 1 番をセレクトし、「手入力」ボタンを押して、「記録手入力」フォームを出してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場から上がってきた手入力シートを見ながら値を簡易インプットで入力し、「書き込み」ボタンを押してくだ

さい。 （※簡易インプット：上の入力値と重なる上位桁を省略してインプットする方法）  



記録が書き込まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのまま「順位付け」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

「書き込みオプション」を選んで下さい。 

                「記録済」を選ぶと「リザルト」フォームが現れます。        

  

※「環境」で出力先を設定します 



「印刷」か「プレビュー」を押して、リザルトを印刷して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

プレビユーレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクセルアイコンを押すとエクセルに出力できます。 

 

 

  



3. フィールド入力 

フィールド競技の番組をセレクトし、「詳細」ボタンを押すと、フィールド入力フォームが現れます。 

○高跳びの場合 

 

 

「高さ設定」ボタンを押して高さ入力フォームを出してください 

  

cm 単位で高さを入力します 

フォームを閉じると高さが設定されています 



入力規則に従って試技結果をテンキーで入力しましょう（1＝○クリア、2＝×ファール、3＝／放棄） 

 

  
フォームを閉じて... 

「順位付け」ボタンを押すと... 

記録が書き込まれ、オプションダイアログが出ますので、

「記録済」オプションを選ぶと.... 

「リザルト」フォームが現れました 



○幅、投げの場合 

 

3 回目までの試技が全て終わったら、ﾄｯﾌﾟ 8 発行を押します 

 

トップ 8 に残った選手のみフィルターが掛かり、新試技順に並び変わりますので、記録入力を続行して下さい。 

 

記録入力が全て終わったらフォームを閉じて「順位付け」を行って下さい。 

 

記録と風を数値のみ入力する 

記録： 6m05 → 605 

風 ： ＋1.3 → +13 or 13 

        －1.3 → -13 



 

出力オプションを「記録済み」にして進むとリザルトフォームが現れます。 

 

 

 

○ M7Shadow の利用 

フィールド競技を現地でリアルタイム入力する場合は M7Shadow を利用してください。 

 

 

  



データを入力するには、「現地データ入力」を選んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューから種目種類を選び、.... 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力フォームが現れます。（※入力方法は Meet7 と同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種目を選ぶと.... 



● フォームは一度に 5 つまで開くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 複数種目同時入力するにはフォームを横に並べるのが良いでしょう。 

● オリジナルテンキーを利用してタブレットで利用すると便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●フォームモードを「進行状況モニタ」に変更すると 

アナウンス室からのリアルタイムモニタが可能です。 

配置オプションボタン 

オリジナルテンキー 

- この文書ここまで - 

 


